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１． 事業の概要 

  

１） 社名及び代表者名 

        株式会社 丸一パッケージ  

        代表取締役 丸山 道成 

           平成２１年５月８日社名変更（旧有限会社丸一製袋紙業）  

２） 事業所及び所在地 

        本  社   長野県下伊那郡豊丘村大字河野９１０３ 

３） 認証・登録範囲 

     株式会社 丸一パッケージ 

       本 社  長野県下伊那郡松川町豊丘村大字河野９１０３  

 

４） 環境管理責任者及び連絡先 

        環境管理責任者  丸山 竜二 （常務取締役） 

        連 絡 先  ＴＥＬ ０２６５－３５－７７１１ 

               ＦＡＸ ０２６５－３５－７７１２ 

               Ｅ-mail  maruichi@lion.ocn.ne.jp 

 

５） 事業内容 

        ダンボールケース・美粧ケース（印刷・紙器） 

        プラスチック製品・コンテナー・包装資材一般 

        緩衝材・ハッポースチロール 
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６） 

 

（株）丸一パッケージ 実施体制図 
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環境管理責任者 

環 境 事 務 局 

EA21 推進委員会 

  製 造 部     営 業 部 総  務 

代 表 者（社長） 



７） 事業規模 

         

活 動 規 模  単  位  2022 年度 

主要製品生産販売量 ㎡ 7,427,879 

 従  業  員  数 人 25 

 床   面   積 ㎡ 2,734 

 

 

 

８）主な生産設備 

 

   ＦＦＧ（フレキソフォルダーグルアーダイカッター）ライン+ 

   全自動結束機 製函ライン （ライン全長 77.6ｍ 機械全長 43.5ｍ） 

   自動平板打抜機（ダイカッター） 

   オートセットスリッターマシン 

   パットマシン 

   単体大型自動結束機 

   自動結束機 

   セミオートグルアーマシン 

   セミオートボトムグルアーマシン 

   アームステッチャー 

   ベビーステッチャー 

   自動廃インク処理装置 

   古紙圧縮ベーラー 

   自動印版洗浄機 

    カッターブロアー古紙搬送システム 
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２．環境方針 

 

 

 

株式会社丸一パッケージ環境方針 

 

 

〈環境理念〉 
 

私達全社員は環境に関心を持つことにより 

地域の美化活動を中心とした環境保全に努めていきます。 

また、工場の維持管理を５Ｓ活動を中心に徹底し 

働きやすく、作業効率の上がる職場の環境を整えていきます。 

 

 

〈環境方針〉 
 

① 環境関連の法規則、協定及び当社が同意するその他の 

  要求事項を遵守していきます。 

② 会社業務において５Ｓ（整理・整頓・清掃・清潔・しつけ） 

  活動の実践を維持していきます。 

③ 安全労働衛生委員会の活用により危険作業・行動の撲滅に 

  努め、長期にわたり、安全で健全な職場作りに努力して 

  いきます。 

④ 各部門において不良率の低減に努め、顧客への信頼性を 

  高めると共に、残業時間の削減へ全員で取り組んでいきます。 

     

 

 

 

                      2020 年 8 月 17 日 改定 

 

                        株式会社丸一パッケージ                     

                     代表取締役 

                           丸山道成                      
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３． 環境目標と実績 

  

  中期目標 

 売上を３年間で０.９％増やす。 

 ＣＯ２排出量を２０２１年度実績に対して３年間で １.５％ 削減し、 

廃棄物排出量は過去５年平均を基準として３年間で １.５％ 削減する。 

                     

 

 

２０２１年度 

実績 

２０２２年度 

目標 

２０２３年度 

目標 

２０２４年度 

目標 

売上を増やす 825,184,572 827,660,125 830,135,679 832,611,233 

 ＣＯ2排出量 

㎏-ＣＯ2/10,000 ㎡ 
195.14 194.16 193.18 192.21 

廃棄物排出量 

㎏/10,000 ㎡ 
過去５年平均 

13.8916 
13.8221 13.7526 13.6832 

水使用量の削減 268 ㎥ 把握 把握 把握 

化学物質使用量の 

適正管理 
把握 把握 把握 把握 

ＳＤＧｓへの取組 準備と調査 
推進企業 

登録申請 
勉強会の実施 理解度の確認 

不良の削減 調査・対策 調査・対策 調査・対策 調査・対策 

環境教育 実施 実施 実施 実施 

従業員満足の向上 
働きやすい 

職場の改善 
残業時間の減 

ロボット導入に

よる仕事の軽減 

倉庫併設による 

効率アップ 

＊単位は材料 10,000 ㎡当たりの値とする  ＊水使用量は総量とする 

 

４． 主な環境活動計画の内容 

 

(ア) ＣＯ２排出量の削減 

① 冷暖房温度の設定とフィルターの清掃 

② 営業活動におけるルートの見直し 

③ 電気バッテリーフォークリフトへの入れ替え 

(イ) 廃棄物排出量の削減 

① 廃液浄化装置の適正管理 

② コピー用紙の両面使用・サイズダウン 

③ Ｅメール利用の推進 他 

④ 廃棄物の分別管理 

 
 ５ 

 



(ウ) 地域の美化活動  

① 河川清掃等、地域の美化活動に参加 

(エ) ５Ｓ活動 

① 工場周辺のゴミ拾い、草刈等 

② 毎月２１日のＥＡ２１活動日   

③ 整理・整頓（不要物の徹底処理の推進活動） 

(オ) 化学物質使用量の適正管理  

① 保管場所のチェック 

② 購入量の管理 

③ 配管設備の点検 

④ インク浄化装置の管理点検 

(カ) ＳＤＧｓへの取組 

① 長野県推進企業登録と目標に向かって具体的な取り組み 

② 全社員にＳＤＧｓへの関心を持ってもらう為、勉強会の実施を計画 

(キ) 不良の削減と残業時間の削減 

① 朝礼にて不良の報告、原因の究明、再発防止策の徹底 

② 確認不足による不良品の撲滅（設計指示書の明確化と作業時の確認） 

③ 納期を確認し余裕の十分あるものは残業してまで作らない 

   (ク)環境教育 

① 環境活動についての学習会  

② マニフェストなど特別な業務に関する勉強会 

(ケ)働きやすい職場の改善 

① 不用な物品を整理する  

② 在庫管理の適正化を図る。特に動きの少ない在庫商品は受注生産に 

  切替え有効スペースの確保に努める。 

③ ロボットの導入計画を進め、仕事の負担軽減を図る。 

     

５． 環境活動計画の取り組み結果の評価 

 

                                                                   

 

 

２０２２年度 

目標 

２０２２年度 

  実績 
結 果 

評価

結果 
今後の課題と計画 

売上を増やす 

利益の確保 
827,660,125 935,623,253 +107,963,128 ○ 

新規ユーザーの開拓 

総合的包装形態提案 

適正加工賃の確保 

ＣＯ2排出量 

㎏-ＣＯ2/10,000㎡ 
194.16 188.79 －5.37 ○ 

営 業 活 動 で の  

エリアの見直し 

廃棄物排出量 

㎏/10,000 ㎡ 
13.8221 12.8243 －0.9978 ○ 

不用な印版・木型整

理 

水使用量の削減 把握 311 ㎥ 適正 ○ 継続 

 

 

６ 



化学物質使用量の 

適正管理 
把握 把握 適正 ○ 

確実に記録に残し 

保管管理を徹底す

る 

ＳＤＧｓへの取組 
推進企業 

登録申請 

推進企業  

登録完了 7/29 
勉強会の実施 ○ 目標の設定と実施 

不良の削減 調査・対策 調査・対策 情報の共有 ○ 
設計書確認の徹底 

設計書ﾘﾆｭｰｱﾙ整理 

環境教育 実施 危険個所点検 認識の確認 ○ 定期的に実施 

従業員満足の向上 
残業時間の 

削減 

残業時間の 

削減 

減らす事が出

来ている 
○ 新しい設備導入 

電力のCO2排出係数は中部電力ミライズ 0.382kg-CO2/kWhを使用（2021年度の実績適用） 

材料年間使用量 5,322,349 ㎡ CO2排出量 100,483 kg-CO2（2022 年度総排出量実績） 

 

６． 代表者による全体評価と見直し・指示 

 

１） 最新鋭の機械設備を導入したことで、生産能力及び製品精度の向上により 

   不良率を下げることに繋がった。 

２） 売り上げを伸ばし社員に還元（賃金アップ）出来た。                                               

 ３） 導入した新しい機械を中心に、各機械のメンテナンス管理を継続し 

    機械性能を維持していく。 

 ４） パレタイジングロボット導入とテント倉庫併設を計画中。 

 ５） 緑地帯の整備・管理を進めていく。 

                          

７． 環境関連法規への違反、訴訟等の有無 

       

環 境 関 連 法 規 評 価 

廃棄物処理法 ○ 

騒音規制法 ○ 

振動規制法 ○ 

フロン排出抑制法 ○ 

化学物質排出把握管理促進法 ○ 

グリーン購入法 ○ 

 

    過去３年間、環境関連法規の違反は無く、訴訟等について        

    もありませんでした。 

    行政からの指導、近隣からの苦情等もありません。 

    随時見直しを行い、法規の遵守に努めます。 

 ７ 

 


